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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

26（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

27（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

28（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 放課後 

29（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

30（金） 全学年 芸術鑑賞教室 プレミアムフライデー 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

26（月） 27（火） 28（水） 29（木） 30（金） 

豚キムチ 

ポテサラ 

スープ 

明太子パスタ 

サラダ 

スープ 

チキン南蛮 

コールスロー 

スープ 

ミックスフライ 

青菜の和え物 

スープ 

店休日 

 

（今日のイイね！）   

 

 毎年猫ちゃんカレンダー、名付けて

『ニャレンダー』を自作の絵で作成し

てくれる本校卒業生の YUKI さんが、

新作を持ってきてくれました。 

 1 月から 12 月までとっても素敵な

猫ちゃんが描かれていて本当に癒され

ます。大好きな猫ちゃんを自分の得意

な絵で描く行為を用いてカレンダーを

作り続ける彼女は、自分らしさ全開で

笑顔を広げ続ける天使なのです。 

 こんなラブリーなメッセージカード

が添えられていました。いやいや、サ

ンキューはこちらのセリフですよよ♡ 

 

教育実習 

 教育実習生の鈴木静音（すずきせいね）先生が先週から勤務して下さっています。

東京の大学に通っていらっしゃるので、この三週間はマンスリーマンションを借りて、

そこから通勤して来られます。慣れない土地で生活するだけでも大変なのに、更にそ

れが教育実習であれば、恐らく壮絶な三週間になるのでしょうね。 

 

 と言いつつ・・・鈴木先生はきっととても楽しく充実した実習を送って下さるであろう

と、私は至って楽観視しています。なぜならば、立花の生徒さんたちが相手なのです

から、あっという間に仲良くなってまだまだ終わりたくないと思って頂けるような毎日

になるのでは？と期待しているのです。だって皆さんの中に、実習中の立場、即ち『見

習い』のお立場の実習生の先生を見下すような生徒さんはいませんからね。敬意と

友情を持って、いつも通りの生活を共につくってくれると信じています。 

 

 教育実習を経ないまま先生になった人はいません。君たちの目の前におられる先

生方も、かつては胃の痛くなるような壮絶な教育実習の日々を経験しています。そし

てそこで教職の道を断念する人と、そのまま教職への夢をより大きく膨らませる人と

に分かれていきます。『こんな生徒さんたちと出会いたい！』と思える素敵な教育実習

をすごした方々は、やがて必ずこの教育の現場で自らの人生を描いて行かれます。 

 

 すごくないですか？生徒の皆さんは今、誰かの人生を左右する立場なのですよ。し

かもそれは決して実習生の先生だけが対象になるのではありません。私たちは常に、

お互いの人生を左右しあう運命共同体なのです。嫌なことも素敵なことも、苦しいこ

とも楽しいことも、全てがここで、今味わえる経験なのです。皆さんが友達や鈴木先

生に何気に話しかける瞬間、それらは全てお互いの人生の大切な選択の瞬間に立

ち会っているのです。みんなが気持ちよく楽しく過ごせる学校だったら素敵ですね。 
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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

２（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

３（火） 全学年     文化の日      

４（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 放課後 

５（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

６（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 金⑦ 

※６日⑤⑥は性教育 

mamas café 来週の日替わりランチ  

２（月） ３（火） ４（水） ５（木） ６（金） 

肉団子甘酢餡かけ 

ナムル 

スープ 

店休日 

魚の味噌マヨ焼 

ひじき煮 

豚汁 

肉じゃが 

竹輪磯辺揚 

みそ汁 

しらたきチャプチェ風 

春巻き 

スープ 

 

（今日のイイね！）   

 

 左に書いた森圭一郎がママズカフェ

でライブを行います。11 月 7 日の土

曜日の 18:３０開演です。今回は本校

保護者会の主催となりますので、生徒

さんと保護者の皆さんは入場無料（一

般の方は 3,000 円）となります。 

この機会に皆さん是非彼の歌声と接

してみませんか？生徒さんだけでも保

護者の方だけでも是非お申し込みくだ

さい！ちなみにこの日はピザ作り教室

も企画されています。詳細は保護者会

からの通知文をご覧ください。どちら

か片方だけの参加も大歓迎です！  

 

おぼらだれん 

 １０年以上前のことです。鹿児島県の徳之島に出張で伺いました。空港まで現地の

保育園の理事長先生がお迎えに来て頂きました。その方のことは「けんじにぃ」と呼

んで今でも仲良く交流が続いています。そのけんじにぃの車に乗ったときのことです。 

 

 車のスピーカーから何とも言えない優しい歌声が聞こえてきます。まるで波間にぷ

かぷかと浮かぶような心地よさで、私は思わずポロポロと涙を流してしまいました。そ

れが「森圭一郎」との出会いでした。けんじにぃは既に森圭一郎とは大の仲良しで、

そのおかげで、私は森圭一郎との運命の出会いを果たすことができたのでした。 

 

 森圭一郎は高校時代の事故の影響で、以来車椅子の生活です。が、彼が車椅子

に乗っていることを私はことさら気にしたことはありません。私も彼も、できることはで

きるしできないことはできない、同じ人間ですから。ただ、彼の歌声にはもう本当に魂

を撃ち抜かれました。感動などと言う言葉では表現できない、魂の震えを感じまし

た。自らの経験が言葉となり曲に乗って私たちの感性に直接響いてきます。私はそん

な彼のことを「車椅子に乗ったシンガー」と紹介したことはありません。「魂の歌声の

素敵なシンガー」と、まっすぐ私の印象を乗せて彼のことを紹介しています。 

 

 森圭一郎がギターと出会ったのは１８歳の時です。高校の文化祭で初めて舞台に

上がり、「体の芯がびりびりするほど感動して、これが俺だ！」と思ったそうです。そし

て今は一流のアーティストとして、その感動を人に伝え続けているのです。生徒の皆

さん、あなたがあなたの人生をかけて取り組む何かと、あなたはまだ出会っていない

のかもしれませんよ？今からでもどこからでも、自分の人生は自由に描けるのです。

ちなみに私がけんじにぃの車の中で初めて聴いた曲の名前は「おぼらだれん」、徳

之島のことばで「ありがとう」という意味です。皆さんにも聴いてほしいなぁ♪ 
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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

９（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

10（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

11（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 
放課後 

中学校訪問期間 
12（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 

13（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

9（月） １０（火） １１（水） １２（木） １３（金） 

ポークチャップ 

ゴマ和え 

味噌汁 

油淋鶏 

もやしナムル 

スープ 

売店販売のみ 売店販売のみ 売店販売のみ 

 

（今日のイイね！）   

 

 先日芸術鑑賞教室によしもと福岡芸

術劇場に出向いた際に、このように立

花高校の生徒さんに向けた Welcome

ボードが設置してあることに気付きま

したか？小さな小さな配慮ですが、決

して当り前ではありません。 

 立花高校にも君たちの様子を見るた

めに毎日のように視察の方々が足を運

んで来られます。そんな時に立花高校

の玄関にも必ず Welcome ボードが設

置してあります。今日はどんな方が来

られるのかな？と気にしてみるだけで

も貴重な社会勉強になるはずですよ。 

 

義務と権利 

 日曜日に久留米で行われた東京大学の中邑賢龍（なかむらけんりゅう）先生のご

講演を聞きに行って参りました。中邑先生とは、文部科学省の「不登校に関する調査

研究協力者会議」の同期委員同士で、他にも数多くの国の政策への画期的な提言

や大学での目の覚めるような実践を行っておられる素晴らしい先生です。 

 

 講演の内容はそれはそれは鮮やかなものでした。すごく勉強になったし、参加者同

士の情報交換も含めて、実に意義深い時間をすごすことができました。日曜日の貴

重な時間ではありましたが、中邑先生の研修を受けると言う選択肢を選んだのは私

の判断です。誰かから無理やりひっぱられたわけではありません。つまり、私は自分

の「学ぶ権利」を行使したのです。参加したかったから参加したのです。 

 

 学校の先生には「研修の義務」があります。私たちは義務として研修を受けて自己

研鑽を積んでいかなければなりません。確かに義務も大切ですが、重ねて言います

が私は義務として中邑先生の研修を受けたのではなく、学ぶ権利を大切に使っただ

けなのです。このような考え方は、君たちの「授業」にも通じませんか？ 

 

 立花高校は、義務として「授業に出なければならない」と課している学校ではない

はずです。そうしなければ単位が足りなくなるという要素はあるにしても、授業への出

席欠席は強要されることも怒られることもないはずです。なぜならば、それは君達の

「権利」だからです。授業に出ることも出ないことも、自分で考えて自分で決断してそ

うしているはずです。既にその権利は入学した段階から君たちの持ち物なのです。せ

っかくその権利を持っているのですから、「権利を有している」ことをちょっぴり意識し

てみませんか？自ら学ぼうと決意した瞬間、義務とはまた違った意欲がわいてくるか

もしれませんよ？日本人はもっと正しく「権利」について理解すべきだと思っています。 
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